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　「見やすい」「アクセスし

やすい」「飽きない」を軸に

置いて時代に合った新しい公

式ホームページを作成してい

きます。みなさまの 

アクセスを 

お待ちして 

います。 

平成24年度が始まりました！  今年度も大口町社会福祉協議会は 

 

 の実現を目指してがんばります。 

“みんなが安心して暮らせる福祉    ふ つうに　く らせる　し ゃかい  の街づくり” 

大口町社会福祉協議会 

ホームページ（ＨＰ） 

リニューアルされます！ 

大口町社会福祉協議会 

ホームページ（ＨＰ） 

リニューアルされます！ 

の の 

が が 

※画像はイメージです。デザイン等変更になる場合があります。 



2

＜歳末たすけあい募金＞ ＜赤い羽根募金＞ 

 

　
昨
年
10
月
１
日
か
ら
３
ヶ
月
間
、「
地
域

の
福
祉
、み
ん
な
で
参
加
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
共
同
募
金
運
動
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
、本
町
に
お
き
ま
し
て
も
町
民
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、学
校
、事
業
所
、官
公
署
及

び
各
種
団
体
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

に
よ
り
、多
大
な
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
地
域
福
祉

に
対
す
る
ご
理
解
の
賜
物
と
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金

は
愛
知
県
共
同
募
金
会
へ
納
め
、募
金
目

標
額
と
し
て
計
画
し
た
事
業
の
事
業
費
と

し
て
今
年
度
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

配
分
さ
れ
、地
域
福
祉
推
進
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

歩
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
の

で
、ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

          

　
　
大
口
町
共
同
募
金
委
員
会 

　
　
　
　         

会
長
　
水
野
　
多
三
男 

み
な
さ
ま
へ 

町
民
の
皆
さ
ま
、 

愛
知
北
農
業
協
同
組
合
大
口
支
店
、

（福）
一
期
一
会
福
祉
会 

一
期
一
会
荘
、

（福）
愛
生
福
祉
会
御
桜
乃
里
、
大
口
町

商
工
会
、
（社）
尾
北
医
師
会
、
尾
北
看

護
専
門
学
校
、
ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
、

ア
ピ
タ
大
口
店
、
バ
ロ
ー
大
口
店
、

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
、
（福）
お
お
ぐ
ち
福
祉

会
、
な
で
し
こ
、
憩
い
の
四
季
、
大

口
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

大
口
町
更
生
保
護
女
性
会
、
大
口
町

役
場
、
大
口
郵
便
局
、
大
口
南
郵
便

局
、
（株）
成
和
電
機
製
作
所 

種　別 件数（件） 金額（円） 種　別 件数（件） 金額（円） 

街頭募金 

法人募金 

職 域  

合　　計 

3  

3  

2 0  

2 6

7 4 , 5 0 5  

2 5 , 0 0 0  

5 5 , 1 0 0  

1 5 4 , 6 0 5

戸別募金 

街頭募金 

法人募金 

職域募金 

そ の 他  

合　　計 

5 , 2 6 6  

5  

1  

2 7  

1  

5 , 3 0 0

2 , 5 4 9 , 8 8 7  

6 3 , 5 4 1  

3 0 , 0 0 0  

4 4 3 , 0 4 2  

1 0 , 0 0 0  

3 , 0 9 6 , 4 7 0  

（
敬
省
略
・
順
不
同
及
び
略
式
掲
載
） 

平成23年度 共同募金実績額 … 3,251,075円 
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大変好評だったおせち料理 

おせち料理に添えた絵葉書 
（製作：大口町水彩画クラブ） 

風速20Ｍ強の暴風を体験 

ご
寄
付
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

      

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
大
口

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
た
た
か
い
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
こ
れ
ら
の
善
意
は
、
大
口
町
の
社

会
福
祉
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

　
順
不
同
・
敬
称
略 

　
（
12
月
９
日
〜
２
月
24
日
お
取
り
扱
い
分
） 

 

寄
付
者
氏
名
（
敬
称
略
受
付
順
）
内
　
容 

 

■
匿
名
希
望
　
　
　
金
９
，
０
０
０
円 

 

■
豊
淑
五
会
　
　
金
２
０
，
６
１
０
円 

 

■
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
大
口
ふ
れ
愛 

　
　
　
　
　
　
　
　
金
９
，
０
０
０
円 

 

■
江
南
モ
ラ
ロ
ジ
ー
婦
人
部 

　
　
　
　
　
　
　
　
金
９
，
０
０
０
円 

    

  

お
せ
ち
料
理
を
お
届
け
し
ま
し
た 

 

　
毎
年
町
民
の
皆
様
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
く

共
同
募
金
の
配
分
金
に
よ
っ
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
「
年
末
援
助
事
業
」
を
昨
年
12
月
30

日
、
町
内
の
80
歳
以
上
の
お
一
人
暮
ら
し
の

方
、
及
び
80
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯
の
方
の
う
ち
ご
希
望
の
80
世
帯
の
方
に
お

せ
ち
料
理
と
絵
手
紙
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

絵
手
紙
は
大
口
町
水
彩
画
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、

配
食
は
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

       

  

　
11
月
22
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
に
よ
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
は
「
災
害
・
減
災
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は

豊
田
市
の「
豊
田
市
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
上
映
、
台
風
・

暴
風
雨
体
験
、
模
擬
消
火
器
に
よ
る
消
火

訓
練
、
地
震
体
験
、
煙
道
脱
出
体
験
、
家
具

の
転
倒
防
止
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
日
々
の

備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

　
後
日
利
用
さ
れ
た
方
々
よ
り
心
暖
ま
る

お
手
紙
を
い
た
だ
き
今
後
も
継
続
し
な
が

ら
地
域
福
祉
事
業
推
進
に
い
っ
そ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

い
た
だ
い
た
お
手
紙
の
一
部（
抜
粋
） 

 

 

本
日
は
立
派
な
お
せ
ち
料
理
頂
戴
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。苦
労
も

忘
れ
て
楽
し
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
わ

が
身
も
最
高
の
よ
ろ
こ
び
で
す
。 

大
好
き
な
物
ば
か
り
あ
り
、幾
重
に
も

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

買
物
も
出
来
な
い
私
に
と
っ
て
驚
く

ば
か
り
の
お
せ
ち
料
理
で
満
足
す
る

ば
か
り
の
う
れ
し
さ
。 

感
謝
の
思
い
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り
 

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り
 

善
意
だ
よ
り
 
社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

【
共
同
募
金
配
分
金
事
業
】 

【
〜
ま
ご
こ
ろ
を 

　
　
か
た
ち
に
し
て
〜
】 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
開
催
】 



4

交通安全グッズの贈呈（町長室） 

  

　
１
月
16
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
、
10
日

間
に
わ
た
り
「
要
約
筆
記
養
成
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
前
半
で
は
、
聴
覚
障
害

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
難
聴
者
・

中
途
失
聴
者
の
体
験
談
や
現
在
の
大
口
町

の
福
祉
の
現
状
な
ど
の
概
要
を
学
び
ま
し

た
。
続
い
て
表
記
の
仕
方
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
の
操

作
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
方
法
な
ど
、「
実
技
」

を
実
習
し
ま
し
た
。
受
講
生
が
慣
れ
て
き

た
後
半
で
は
、
日
本
語
の
特
徴
や
読
み
や

す
い
筆
記
の
仕
方
、
話
し
言
葉
の
要
約
・

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
要
約
な
ど
、
よ
り

実
践
的
な
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。 

  

　
12
月
10
日
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
の

栄
養
実
習
室
・
栄
養
指
導
室
で
車
い
す
シ

ェ
フ
の
料
理
教
室
第
３
回
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
終
回
と
な
る
今
回
は
「
車
い
す
シ

ェ
フ
の
ケ
ー
キ
と
心
温
ま
る
ク
リ
ス
マ
ス

料
理
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
ラ

ダ
・
チ
キ
ン
・
そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
制
作
し
ま
し
た
。

パ
ウ
ダ
ー
シ
ュ
ガ
ー
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
施
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
い
ケ
ー
キ
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。 

 

        

     

　
大
口
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
、
大

口
町
の
身
体
障
が
い
者
の
福
祉
向
上
や
文

化
活
動
の
支
援
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
振
興
を
目
的
と
し
て
昭
和
33
年
に
組
織

化
さ
れ
た
団
体
で
す
。
そ
の
間
、
会
員
相

互
の
親
睦
や
、
近
隣
市
町
の
関
係
団
体
と

の
交
流
、
特
に
本
会
は
女
性
部
を
中
心
と

し
て
、
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
の
作
製
と
啓
発

活
動
へ
の
参
加
に
代
表
さ
れ
る
社
会
奉
仕

活
動
へ
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
内
の

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
々
の
加

入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

    

　
大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）
親
の
会
は

昭
和
54
年
に
４
人
の
親
た
ち
が
「
知
的
・

身
体
に
障
が
い
」
を
も
つ
わ
が
子
の
幸
せ

を
願
い
、
地
域
で
生
活
で
き
る
仕
組
み
の

充
実
を
求
め
よ
う
と
仲
間
の
親
た
ち
に
呼

び
か
け
て
発
足
し
た
大
口
町
内
在
住
・
在

勤
の
心
身
障
が
い
児
（
者
）
を
保
護
養
育

し
て
い
る
保
護
者
で
結
成
さ
れ
た
会
で
す
。

　
そ
し
て
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
福
祉

の
増
進
の
た
め
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
連

絡
調
整
等
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域

の
中
で
「
そ
の
人
ら
し
く
」
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
確
実
に

一
歩
前
進
す
る
よ
う
に
「
ケ
ア
ホ
ー
ム
を

作
る
会
」
と
題
し
て
建
設
に
向
け
て
の
話

し
合
い
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
10
月
７
日

に
は
行
政
の
福
祉
関
係
者
と
親
の
会
の
会

員
で
江
南
市
の
た
け
の
こ
福
祉
会
「
ケ
ア

ホ
ー
ム
た
け
の
こ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

施
設
長
や
実
際
に
生
活
し
て
い
る
方
と
交

流
し
、
職
員
体
制
、
建
設
に
要
し
た
費
用

な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
大
口
町
ら
し
い

ケ
ア
ホ
ー
ム
の
設
立
に
向
け
て
勉
強
会
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

【
大
口
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
】 

【
大
口
町
心
身
障
害
児（
者
）親
の
会
】 

【
要
約
筆
記
養
成
講
座
開
催
】 

【
車
い
す
シ
ェ
フ
の
料
理
教
室
③
】 

福
祉
団
体
紹
介

福
祉
団
体
紹
介 

福
祉
団
体
紹
介

福
祉
団
体
紹
介 

福
祉
団
体
紹
介 
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大
口
町
遺
族
会
は
先
の
大
戦
に
於
い
て

戦
地
等
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
で

組
織
さ
れ
る
団
体
で
、
遺
族
援
護
や
愛
知

県
護
国
神
社
等
の
参
拝
の
ほ
か
、
「
平
和

の
尊
さ
・
命
の
尊
さ
」
を
後
世
に
伝
承
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
平
和
記
念
講
演
会
」

の
企
画
・
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
講
演
に
つ
い
て
、
昨
年
は
大
口
中

学
校
の
「
平
和
学
習
会
」
に
講
師
と
し
て

入
市
被
爆
者
で
あ
り
、
ヒ
ロ
シ
マ
ピ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
中
の
川
本
省

三
さ
ん
の
派
遣
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ヒ
ロ
シ
マ
母

た
ち
の
祈
り
」
を
上
映
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
講
演
終
了
後
、
校
長
先
生
か
ら
「
来

年
度
も
お
願
い
し
た
い
」
と
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

   

   

　
精
神
障
害
者
家
族
会
は
こ
こ
ろ
の
病
を

背
負
っ
た
方
々
を
も
つ
家
族
が
助
け
合
い
、

自
分
た
ち
の
生
活
を
明
る
く
し
、
こ
こ
ろ

の
病
に
苦
し
む
方
々
の
回
復
を
助
け
、
社

会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
活
動
す
る
会
で
す
、 

　
し
ら
ゆ
り
会
は
江
南
保
健
所
管
内
の
障

が
い
者
の
家
族
で
作
ら
れ
た
尾
北
地
域
の

精
神
障
害
者
家
族
会
で
昭
和
51
年
に
発
足
し
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
大
口
支
部
（
大
口
し
ら
ゆ
り
会
）
は
奇

数
月
の
第
１
土
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
大

口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室
で
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
大
口
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
戦
後
ま
も

な
く
母
子
福
祉
会
と
し
て
戦
後
遺
児
の
た

め
の
支
援
を
行
い
、
の
ち
に
母
子
寡
婦
福

祉
会
と
な
り
ま
し
た
。
母
子
家
庭
及
び
寡

婦
の
福
祉
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
会
員

相
互
の
親
睦
、
生
活
意
欲
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

◆
主
な
活
動 

　
①
新
入
学
激
励
事
業 

　
②
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
参
加 

　
③
会
員
相
互
の
交
流
会
処
遇
向
上
及
び

生
活
相
談 

※社協だよりでおなじみの「介護豆知識」が冊子になりました。 
 

　介護情報として、社協だより２００７年４月号から掲載中の「介護豆知識」を「パート１」として発行

させていただきました。介護にあたり少しでも参考になればと介護スタッフが作成し、大口町福祉協力員

さんの協力により介護を必要とされている約４００世帯に配布をさせていただきます。 

 

＊冊子のご希望は社会福祉協議会　☎９４‐００６０ まで 

　平成２３年度より１歳未満の赤ちゃんを対象に保

健師、助産師の訪問時に絵本をプレゼントさせてい

ただきましたが、平成２４年４月以降ご誕生のお子

様からは、民生委員・児童委員の赤ちゃん訪問時に

「絵本」をお贈りさせていただきます 

赤ちゃんは文字が読めなくても、お母さんのひざに

抱っこされて、絵本を開いて語りかけてもらうこと

で、楽しい時間を過ごすことができます。 

※事業内容が変わります 

～ 絵本との出会いは、親と子のきずなを結びます ～ 

【
大
口
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
】 

【
大
口
町
遺
族
会
】 

【
尾
北
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会 

　
　
　
し
ら
ゆ
り
会
大
口
支
部
】 
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支援ボランティア「なすびーず」 

お客様にコーヒーを出します 温かく見守る「なすびーず」のメンバー 

　新しいサークルを紹介します。どんな活動をしているのか興味のある方は、ボラ

ンティア連絡協議会（社協内：電話９４－００６０）までお気軽にお尋ねください。 

▼内容 

　傾聴活動。今年1月から始動しているので、傾聴に

ついて勉強や今後の取り組みをどのようにしてい

くか模索中です。 

▼活動日 

　・毎週第３水曜日午後7時から9時 

　・随時 

▼内容 
ハートフル大口利用者を対象とし、健康文化センター１ 階「喫茶ほほえみ」内で実習の見守

りを行っています。 

▼活動日 
主に毎週水曜日活動しています。 

実習生の方から学ぶこと
が多く、共に歩んでいく
大切さを感じながら、活
動しています。 

　傾聴ボランティアって・・・ 
　文字通り相手のお話を傾聴するボランテ
ィアです。人は話すことによって得られる
満足度はかなり高いものだといわれています。
話を聴いてもらうことで、気持ちが救われ
る事も多いでしょう。これからの傾聴ボラ
ンティアの活躍が楽しみです。 

新 しし い サ ～～ クク ル 紹 介 

傾聴ボランティアだんぼ 
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　１月15日（日）、大口中学校の体育館で、大口中学校男子バレーボールチームと、愛知県聴覚障

がい者男子バレーボールチーム（２人の全日本の選手もいて、全国的にも上位に入るチームです）と

の交流がおこなわれました。 

■編集後記■　取材・作成／編集ボランティアOZ 

　昨年、同級生からブログを始めたと連絡をもらいました。ブログの内容は、野菜中心の

毎日の夕食メニューと写真、それに簡単な作り方も書かれていて、一人一人に少量ずつ上

品に盛り付けられた食卓の写真はちょっとした料亭のよう、大きな鉢をドンと置いた我が

家の食卓とはえらい違いです。そして、長年の食生活の差はしっかり体型にお肌に出てき

ていました。中からキレイにしなくては外からいくら塗り重ねても駄目ですね。日々の食

生活の大切さを身をもって知ることとなりました。 

声のない試合は、動きがよめない… 

　中学生から「試合がすごく静かだった」「声がないの

で相手の動きが読めず難しかった」「チームの人みんな

が聴こえないとは全く思えなかった」「一緒に練習でき

てよかった。でもこの気持ちをどう伝えてよいかわから

ない」「耳の不自由な人が知り合いにいて、一緒にご飯

を食べたことはあるけど、スポーツしたのは初めて。サ

ーブとかは、ずいぶん手加減してくれたと思う」 

　先生から「障がい者の方と一緒のチームで試合させて

もらい、とてもいい勉強になった。声のない試合なのに

ぶつかることもなく、聴こえないなんて思えないプレー

をしていた。周りをすごくよく見て動いていることを感

じた」 

　聴覚障がいチームから「相手が中学生なので、

いつもより正確に相手に届くように打たなくては

と思った」 

　今の中学生は、小学生の頃から、福祉実践教室やボランティア開放などで、音が聴こえな

いということは、どういうことかを学んでいる世代なので、障がい者との交流にはすんなり

入っていけるようです。しかし、実際には音の聞こえない人とスポーツを通して交流する機

会はほとんどなく、今回は中学生としていろいろなことを感じることができたよい交流会と

なりました。これからも福祉実践教室やボランティア開放などで得た知識やつながりを活か

せるよう、このような交流会だけでなく、ボランティア活動やその他の交流の機会がもっと

増えるといいですね。 

バ 交 流 会 レ ～ 部 

新 
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昨年、赤ちゃんの誕生を心待ちにしているママたちが、布絵本を作りました。りんごやお魚の形

をしたフエルトをひと針ひと針、心をこめてぬっていきました。今年も講座を開きます。ママだ

けでなくおばあさまの参加もお待ちしています。 

☆彡☆彡　参加された方の感想です　☆彡☆彡 
 

すてきな絵本ができあがり、お母さん方との交流ができ

て、とても楽しいひとときでした 

夜間のこどもの急病時、病院に行ったほうがよいか迷ったら？ 

小児救急電話相談 

→看護師（難しい事例は小児科医）による救急電話相談をおこなっています。 

☆相 談 日　  土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

☆相談時間　　19:00～23:00 

☆電話番号　　＃8000番　　　もしくは☎052-263-9909

相談できるところ

を知っておくと安

心ですね。

受診する医療機関がわからない夜間については？ 

愛知県救急医療情報センター 

→24時間365日体制で、受診可能な医療機

関の電話案内をおこなっています。 

☆電話番号 　0586-72-1133 

 

愛知県救急医療情報システム 

→インターネットで受診可能な医療機関を

検索できます。 

　ＨＰアドレス 
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/

休日に急な病気やけがになったときは？ 

休日診療当直医療機関 

　→急病人の初期治療をおこなっています。 

☆診 察 日　日曜日、祝日、振替休日、年末年始 

☆受付時間　9：00～12：00　14：00～17：00 

広報おおぐちにて毎月の大口町・扶桑町休日

診療担当を掲載しています。 

 

江南厚生病院内　こども救急診察室 

　→小児救急診療をおこなっています。 

☆診 察 日　日曜日、祝祭日 

☆受付時間　8：30～16：30 

☆診療時間　9:00～17:00　(昼休12:30～13:30) 

☆電話番号　0587－51－3333

【編集】特定非営利活動法人「まみー 

ぽけっと」 

【ＨＰ】 

http://www.geocities.jp/mammypocke 

t/newpage1.htm

大口
子育て情報

＜小さな子どもの具合が急に悪くなったとき＞　のお役立ち情報 

マタ二ティ講座「布絵本作り」〜世界でひとつだけの布絵本〜
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「災害時に使える

　便利な介護法」」編

介護豆知識㈱

　昨年3月11日に東日本大震災が発生して、１年

が経ちました。私たちも身近で、もしあのような

災害が起こった時に自分の身を守る方法はないで

しょうか？ 

　今回の介護豆知識は、「災害時に使える便利な

介護法」についてご紹介します。 

《ペットボトルの湯たんぽ》 
 

●夜間は、日中に比べて寒さを感じて身に堪えます。 

そこで、自宅にあるペットボトルで簡単湯たんぽを作ります。 

６０度～８０度のお湯をペットボトルに入れます。 

熱湯を入れるとペットボトルが変形する場合があるので、 

温度に気をつけてください。また、キャップがしっかり閉

まらないと火傷の危険がありますので注意しましょう。 

 

２Ｌペットボトルは、タオルで巻き、500ccのペットボトル

は靴下に入れて湯たんぽにします。 

お湯が準備出来ない場合は、ペットボトル（中身は水でな

くてもＯＫ）を黒い靴下に入れて日当たりの良い所に日中

置いておくだけでも湯たんぽが出来上がります。 

 

 

 

 

《かんたん足湯》 
 

●ビニール袋と少ないお湯で、足浴が出来ます。 

ダンボール箱かバケツがあれば尚よいでしょう。 

足が冷えて寝付けない人や、なかなかお風呂に入れな

い時に便利です。 

 

少し深さのある箱やバケツに大きめのビニール袋を広

げ、40度前後のお湯を入れて足浴が出来ます。 

お湯が沢山使えない場合は、ビニール袋に少量でも温

泉の足湯と同じような効果が得られます。 

引用　ゴールデンライフＶＯＬ・８　Ｐ４６　　 

 

以上、災害が起こってからやってみるのではなく、一度どんな感じかをやってみるのもいいですね。 
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心配ごと相談

弁護士による 　　　　　　　　　　　　　　（予約制）実施中！ 無料法律相談 無料法律相談 無料法律相談 

　
町
民
み
な
さ
ま
の「
心
配
ご
と
」「
悩
み
ご
と
」相
談
に
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

待
た
ず
に
相
談
が
で
き
る
電
話
予
約
も
可
能
で
す
。 

　
弁
護
士
相
談
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。ま
ず
☎
９
４
―

０
０
６
０
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
３
月
の
第
３
水
曜
日
は
祝
日
に
か
か
る
た
め
第
４
水
曜
日
に
開
設
し
ま
す
。 

県女性相談員 
県母子自立支援員 
10：00-15：30

4日(水) 

2日(水) 

6日(水) 

4日(水) 

1日(水) 

5日(水) 

3日(水) 

7日(水) 

5日(水) 

9日(水) 

6日(水) 

6日(水)

　　内容 

月 

県女性相談員 
 

10：00-15：30

高齢者・障がい者 
の弁護士相談 
13：30-16：30

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

18日(水) 

16日(水) 

20日(水) 

18日(水) 

15日(水) 

19日(水) 

17日(水) 

21日(水) 

19日(水) 

23日(水) 

20日(水) 

27日(水)

25日(水) 

23日(水) 

27日(水) 

25日(水) 

22日(水) 

26日(水) 

24日(水) 

28日(水) 

26日(水) 

30日(水) 

27日(水) 

27日(水)

高齢者や障がいのある方、またはそのご家族の方を対象として、日常生活の中で起こる

法律に関わる事柄や権利擁護に関する内容等について、弁護士が無料で相談に応じます。 

相談内容によっては、町内にある地域包括支援センター等の専門機関を紹介することも

あります。秘密は厳守しますので、安心してご利用ください。 

【日　　時】：毎月1回 第4水曜日13：30～16：30（要予約） 

【場　　所】：大口町健康文化センター大口町健康文化センター2階　大口町社会福祉協議会階　大口町社会福祉協議会 相談室相談室 

【対 象 者】：町内在住の次のいずれかの方やそのご家族、福祉関係者町内在住の次のいずれかの方やそのご家族、福祉関係者 

 　　　　　　　・高齢（概ね・高齢（概ね65歳以上）の方歳以上）の方 

 　　　　　　　・心身に障がいがあることで問題を抱えて　　　　　　　・心身に障がいがあることで問題を抱えておられる方おられる方 

【相談内容】：財産管理、成年後見制度、遺言、相続、虐待や財産侵害、財産管理、成年後見制度、遺言、相続、虐待や財産侵害、債務整理など債務整理など 

【相談時間】：３０分間……あらかじめ相談内容をまとめてから来場して下さいあらかじめ相談内容をまとめてから来場して下さい 

【費　　用】：無料 

【予約方法】：大口町社会福祉協議会大口町社会福祉協議会94-0060へ電話で予約をしてくださいへ電話で予約をしてください 

社

協

伝

言

板

【
心
配
ご
と
相
談
所
開
設
の
ご
案
内
】 

お知らせ
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お祝い事や香典のお返しの一部を、福祉のために役立ててみませんか？ 

香
典
返
し
の
一
例
 

謹
啓
　
皆
様
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
 

　
先
般
　
○
　
○
　
○
　
○
　
の
葬
儀
に
際
し
ま
し
て
は

ご
多
忙
の

と
こ
ろ

遠
路
御
会
葬
賜
り
御
香
典
な
ら
び
に
御
丁
重
な
る
御
供
え
物

を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

　
つ
き
ま
し
て
は

忌
明
に
当
た
り

親
し
く
拝
顔
の
上
御
挨
拶
申
し
述

べ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が

略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
 

　
な
お

賜
り
ま
し
た
御
芳
志
に
つ
き
ま
し
て
は
故
人
の
遺
志
に
よ
り

勝
手
な
が
ら
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

御

礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
 

謹
　
言
 

　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
 

喪
主
　
○
　
○
　
○
　
○
 

  謹
啓
　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
 

　
こ
の
た
び
　
○
　
○
　
○
　
○
　
様
か
ら
御
香
典
返
し
に
替
え
て

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
事
業
の
た
め
多
額
の
御
寄
付
を
賜
り

ま
し
た
 

　
御
家
族
の
社
会
福
祉
に
寄
せ
ら
れ
る
お
心
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
皆
様
方
の
御
芳
情
に
添
い
ま
す
よ
う
地
域
福
祉
事
業
の
推

進
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
 

　
こ
こ
に
略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し
て

御
礼
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
 

謹
　
言
 

　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日
 

 

社
会
福
祉
法
人
　
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
 

会
長
 
舟

橋

宣

成
 

 

　
自
発
的
な
意
思
に
基
づ
き
、他
人
や
社
会
に

貢
献
す
る
非
営
利
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
る
個
人
、ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、特

定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）の
方
々

が
加
入
で
き
ま
す
。 

 

掛

け

金
…
２
５
０
円
〜
４
７
０
円 

 

（
お
ひ
と
り
様
あ
た
り
） 

※
う
ち
１
０
０
円
は
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。 

 

補
償
期
間
…
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら 

　
　
　
　
　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で 

 

対
象
と
な
る
活
動 

１
…
グ
ル
ー
プ
等
の
会
則
に
則
り
企
画
、立
案

さ
れ
た
活
動 

２
…
社
会
福
祉
協
議
会
に
届
け
出
た
活
動 

３
…
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
嘱
さ
れ
た
活
動 

４
…
法
人
格
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動（
非
営
利
） 

 

※
過
去
に
は
４
月
20
日
ま
で
に
加
入
し
た
場
合
、

４
月
１
日
ま
で
遡
及
し
て
保
険
適
用
と
な
り

ま
し
た
が
、昨
年
度
か
ら
こ
の「
遡
及
適
用
」

が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。４
月
１
日
か
ら
活

動
を
計
画
し
て
い
る
み
な
さ
ま
は
前
日
ま
で

に
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

  

  

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
を
実
施
す
る
主
催
者
な

ら
び
に
そ
の
行
事
の
参
加
者
を
被
保
険
者
と
し

て
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
一
括
し
て
損

害
保
険
会
社
と
契
約
を
締
結
す
る
団
体
契
約

で
す
。引
き
受
け
保
険
会
社
は
朝
日
火
災
海
上

保
険
株
式
会
社
に
な
り
ま
す
。 

 

掛

け

金
… 

Ａ
型
は
30
円 

Ｂ
型
は
２
４
０
円
〜
３
６
０
円 

※
本
保
険
は
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
の
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

加
入
手
続
…
事
業
実
施
日
の
前
々
日
ま
で
に

料
金
を
添
え
て
社
会
福
祉
協
議

会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。直
前

で
は
な
く
、
余
裕
を
も
っ
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。 

 

対
象
行
事
…
加
入
申
込
者
が
主
催
者
と
な
っ

て
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

わ
る
行
事 

 

備
　
　
考
…
Ａ
型
は
１
日
の
参
加
者
20
名
以

上
の
掛
け
金
か
ら
申
し
込
め
ま
す
。 

Ｂ
型
の
申
込
み
は
名
簿
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 

 大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で 

　
　
　
　
☎
９
４
―
０
０
６
０ 

お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
】 

 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険
】 
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車いすに乗ったまま乗り込める福祉車両 車いすに乗ったまま乗り込める福祉車両 車いすに乗ったまま乗り込める福祉車両 
を地域の方々に貸出ししております。 

 

車いすを利用している方が外出の際、必ずといっていいほど、“どうやって出掛けようか？”とか、 

“乗用車の乗り降りが大変だ～！”と思われる方がみえると思います。 

こういった時は（外出の際は）、社会福祉協議会の福祉車両を使用してみてはいかがですか？ 
 

 【利 用 料 金】 
①  大口町にお住まいの車いす利用の方、 

　 及び大口町にお住まいの方の親族が大口町に滞在し必要とするとき 

②  貸出しを受けた際、車両の保管場所を確保できる方 

③ 運転手を確保できる方 

 

【貸 出 期 間】  
①  ２日以内（週末・祝日についてはお問い合わせください） 

 

【利 用 料 金】 　 

① 走行距離１０㎞につき　　１００円 

 

【そ の 他】  

① 貸出し車両は軽自動車です。 

②  申請の際、認印・運転者の運転免許証の写しをいただきます。 

③ 車いす乗降操作は事前に操作説明をさせていただきますので安心してご利用いただけます。 

 

　
旅
行
に
出
掛
け
た
い
が
、
現
地
で
の
行
動
が
不
安

と
い
う
短
期
間
の
利
用
か
ら
、
骨
折
等
の
ケ
ガ
で
車

い
す
を
使
い
た
い
と
い
う
長
期
間
の
利
用
の
方
ま
で
 

　
大
口
町
民
の
方
を
対
象
に
、
車
い
す
・
松
葉
杖
を
貸
出

し
て
い
ま
す
。
 

 　
た
と
え
ば
、
こ
う
い
っ
た
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。
 

    　【
ご
利
用
要
件
】
 

①
　
使
用
す
る
方
が
大
口
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
 

②
　
大
口
町
に
居
住
す
る
者
の
親
族
等
が
、
大
口
町
に

滞
在
し
必
要
と
す
る
時
 

③
　
一
ヶ
月
以
上
の
利
用
の
場
合
は
、
一
ヶ
月
毎
の
更

新
手
続
き
の
出
来
る
方
 

　【
料
　
金
】
　
 

１
週
間
を
超
え
て
の
ご
利
用
の
場
合
は
、
年
間
５

０
０
円
の
維
持
管
理
費
を
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　【
備
　
考
】
 

入
院
や
施
設
入
所
の
た
め
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

各
行
政
区
の
夏
祭
り
・
盆
踊
り
へ
の
綿
菓

子
機
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
の
借
用
予
約
は
６

月
１
日（
金
）午
前
８
時
30
分
か
ら
社
協
受
付

窓
口
で
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。
 

※
各
行
政
区
の
み
な
さ
ま
へ
 

車
い
す
・
松
葉
杖
の
貸
出
し
に
つ
い
て

車
い
す
・
松
葉
杖
の
貸
出
し
に
つ
い
て

車
い
す
・
松
葉
杖
の
貸
出
し
に
つ
い
て

大口町社会福祉協議会の「福祉車両」 
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